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用いた EQ-5D や Zarit 等の指標と歯科訪問診療の実施による効果との関係をみるためには、被験者間
の差や時系列的な要因に限らず、当該指標に影響する様々な要因を除いた上で分析を行う必要があるた
め、歯科訪問診療の効果を測定する評価指標として適当か否かも含め更なる検証が必要といえ、これは
限界として言及されている。 
このように、本研究は、限界はあるものの、両研究を通じて、施設入所高齢者における歯科訪問診療
の重要性を示すことができた意義ある研究である。 
 
 
 
審査の結果の要旨 
 
（批評） 
 本研究は、歯科医師かつ厚生労働省医系技官である氏ならではの着眼点により、施設における訪
問歯科診療の実態、実施との関連要因、そしてその効果を検証した意義ある研究である。 
 
 著者は、第１研究では、介護保険施設における歯科保健サービスに係る取組体制を評価した。人員
配置状況を含め、施設環境の充実を図ることが重要であることが示され、医系技官として直面する場面
も多いこの結果に基づく政策提言を試みた。人員配置状況が加算を受けている施設に関連していたとい
う実態の結果に基づき、歯科訪問診療実施にあたっては、人員配置や環境整備が可能となるような政策
が重要であることを明らかにしたものである。 
第 2研究では、歯科訪問診療を実施することにより、入所者本人の口腔機能（舌機能、頬機能、口唇
機能、軟口蓋機能、咀嚼運動）の改善が見られたことが示された。また、施設職員の歯磨き介助や義歯
の清掃に関する負担が軽減することも示された。 
-３ 
審査会では、第 1研究では、結果と提言の可能性について、主に議論がなされたが、本結果が本サー
ビス実施の上での条件を示すと考えた場合の提言として、妥当であると考えられた。第 2研究では、そ
の比較可能性、分析方法や因果関係の解釈、実態との整合性などについて、種々の質疑応答が行わ
れた。とくに歯科訪問診療の効果を分析した部分では、方法の問題点なども指摘されたが、それを踏
また追加分析や、指摘事項に沿った加筆が適切に行われたことを確認した。 
 施設における歯科保健は、今後ますますニーズが高まり、今後の地域包括ケアに向けた意義ある
研究である。 
 
平成２９年１月１１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（ヒューマン・ケア科学）学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
